
Fig. 1 Model of HTS bulk resonator antenna 

with director and reflector. 

Fig. 2 Comparison of transmission efficiency 

with and without director and reflector. 
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無線電力伝送は非放射型と放射型に分類され、非放射型は比較的近距離な伝送方式で伝送効

率は 90 % 以上と高効率である。対して放射型は比較的長距離への送電が見込め、近年の先行

研究では 5.8 GHz の電波を用いて伝送距離が 28 cm で伝送効率が約 60 %と報告されている[1]。

一方で、放射型アンテナの伝送効率を向上させるためには共振器材料損失の低減が考えられ、

我々は高温超伝導バルク共振器アンテナを用いて研究を行ってきた [2][3]。しかし、上記に示

した先行研究のような伝送効率には至っていない。本研究では電磁界解析ソフト CST 

Microwave Studio を用いて、導波器[4]を装荷した高温超伝導バルク共振器アンテナ（１素子）

を設計し、実測によって導波器装荷の有無及び反射器の面積拡

大による伝送効率特性を調査した。Fig. 1に導波器を装荷した高

温超伝導バルク共振器アンテナの解析モデルを示す。サファイ

ア基板に梱包された高温超伝導バルク共振器アンテナを Cu 

cavity にセットし、テフロンスペーサーを用いて導波器を装荷

した。反射器には Cu cavity の下部（コールドヘッドと同径）を

利用し、反射器面積を拡大する際には切削したCu材をCu cavity

の下面に設置した。サンプルの冷却は小型パルスチューブ冷凍

機を用いた。Fig. 2に Vector Network Analyzer (VNA) を用いて

測定した 5.1 ~ 5.2 GHz, 約 48 K における伝送効率を示す。伝送

距離 0 cm の時、高温超伝導バルク共振器アンテナのみで伝送

効率 22.8 % に対し、導波器を装荷した状態で反射器を拡大さ

せた場合には 36.8 % の伝送効率を得た。反射器を拡大させた状態で導波器を装荷することが伝

送効率の向上に有効であることが示唆された。詳細については発表の際に述べる。 
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